
1 

 

前回（第 17回）審議会における委員からの主な意見と対応方向について 

 

項 目 意 見 対応方向 

１ 主な施

策 方 向

(１)～「日

常生活を

豊かにす

る文化芸

術情報の

発信」～関

係 

 「いわての文化情報大事典」について、他県の人か

らの問合せに対してホームページを見てもらえれば

済むようにしていただきたい。 

委員の皆様をはじめ、県内の文化芸

術関係者・団体等の御協力を仰ぎ、デ

ータを効率的に集約できる体制の構築

を検討していきたいと考えます。 
 文化芸術情報について、まずは正確なデータ（ベー

ス）を集めることが重要である。 

 ホームページについて、閲覧数が減っているという

ことは良いホームページではない、使いやすくない、

ということなのではないか。 

 文化芸術振興において、本県は「岩手らしさ」を出

してやるべきことがあるかと思う。 

 「岩手らしい」・「岩手にとって強み

のある」文化芸術の情報発信力を強化

していきたいと考えます。 

２ 主な施

策 方 向

(２)～「文

化芸術と

県民との

交流支援

体制の整

備」～関係 

 新しい文化芸術分野の支援、これはとっても大切な

ことでぜひやってほしい。 

 新しい文化芸術分野の支援について

は、既存の文化芸術の振興及び担い手

育成等と並行しその方策を検討してい

く必要があると考えます。  
 ポップカルチャー等の新しい文化芸術と古典的な

文化芸術とどう結びつけて進めていくのかを考える

必要がある。 

 被災地では、民俗芸能から別の分野の文化芸術につ

いても自らがやりたい、発信したいという人が増えて

いる。 

３ 主な施

策 方 向

(３)～「豊

かな創造

性の涵養

と文化芸

術活動へ

の支援」～

関係 

 ４つの施策方向の中で、芸術分野本体に関わるのは

「主な施策方向(３) 豊かな創造性の涵養と文化芸

術活動への支援」だけで、他の項目（情報発信、支援

体制整備、ネットワークの形成等）は派生的なもので

ある。 

 「主な施策方向(３)」については、

引続き４つの施策方向のひとつとして

考えていきたいと思いますが、御指摘

を踏まえて、施策内容を充実させてい

きたいと考えます。 

 ①従来からある高齢化・後継者不足の問題と②震災

の影響の捉え方を整理しておくべきである。 

 左記２つの問題については、項目を

分けて検討したいと考えます。 

 「触れる機会を増やすこと」だけでなく、その次の

展開、すなわち、子ども・若者が文化芸術の各分野に

「入っていく」ための取組が必要。 

 文化芸術における活動者育成支援に

ついて、指針改訂においても引続き検

討していきたいと考えます。 

 今問題となっているのは、古典芸能だけでなく、文

化芸術の様々な分野で後継者、継承者が不足している

ことである。 
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項 目 意 見 対応方向 

４ 「４つの

施策方向」

について 

 ４つの施策方向は、条例の最終的な目標「文化芸術

とともに生きる真の意味の豊かな地域社会の形成」と

いう観点に反映されているものにはなっていないと

思う。 

 指針においては、４つの施策方向に

基づく各取組を着実に実行することが

「豊かな文化芸術とともに生きる地域

社会の形成」に繋がるものとされてお

ります。 

 改訂指針においても、現行指針の考

え方・理念を踏襲し、この５年後の目

標及び文化芸術の振興目標をさらに意

識しつつ、引続き４つの施策方向とそ

の内容について検討・設定していきた

いと考えます。 

 指針について、地域社会をどう形成するか、芸術文

化本体をどうするのかというところにウエイトを置

くべき。 

  文化芸術振興を通して「地域の振興につなげてい

く、豊かにしていく」ということが最終の目標地点で

ある。 

 施策評価について、実施してきたことが「地域の豊

かさ」に繋がったのかということで評価していく視点

が必要。 

  ４つの施策の方向のキーワード「彩る」、「楽しむ」、

「育む」、「つなぐ」がわかりづらい。 

 ４つの施策方向のキーワードについ

ては、その内容を分かりにくくしてい

ると考えられることから、改訂指針に

おいては削除する方向で検討していき

ます。 

５ 岩手県

文化芸術

振興基本

条例につ

いて 

 目標である「地域の豊かさ」につなげるとすれば、

地域文化の中にあり、衣食住にかかわる生活文化が基

本となるべきである。 

 「生活文化分野」の重要性を十分に

認識したうえで、指針改訂においても

その方策を充実していけるよう検討い

たします。 
 岩手県文化芸術振興基本条例において、本当に地道

かつ地元に根差してきた生活文化に向ける視点が弱

い。 

６ 社会経

済情勢等

の変化や

県の施策

等につい

て 

 東日本大震災津波から３年たった現状について、分

析をしっかり行う必要がある。 

 現状の課題の抽出・分析については、

主に５年間の施策を検証したうえで導

きだしたものですが、今後、県民アン

ケート調査や市町村等との意見交換会

を実施する中で、さらに補強に努めて

まいります。 

７ 国の動

向につい

て 

 国の文化芸術指針又は基本的方向がどのようにな

っているのか。 

【回答】 

 国では、文化芸術振興基本法に基づ 

き、文化芸術の振興に関する施策の総合的な推進を図るため、平成23年に「第３次基本方針」

が策定されました。 

 また、平成 24年６月に「劇場、音楽堂等の活性化に関する法律」が制定され、劇場、音楽堂

等の役割や国・地方公共団体の取り組むべき事項が明確化されるとともに、平成32年までに日

本各地の文化力の基盤を計画的に強化し、文化大国として世界の文化芸術の交流のハブとなる

ことをめざす「文化芸術立国中期プラン」が平成26年３月に策定されています。 

 

※ 次の３～５ページに「第３次基本方針」「劇場、音楽堂等の活性化に関する法律」及び「文

化芸術立国中期プラン」の概要を掲載しました。 
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